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関
川
村
に
は
、
20
人
の
民
生
委

員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
地
域
住
民
の
抱
え
る
悩
み
ご

と
や
地
域
で
発
見
し
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
行
政
へ
の
働
き

か
け
、
専
門
機
関
の
紹
介
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
連
絡
な
ど

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
、
協
力
し
て
地
域
の
絆

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
福
祉
の
充

実
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

頼
れ
る
相
談
役
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

◇
民
生
委
員
の
仕
事

　
行
政
や
専
門
機
関
と
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
、

問
題
が
生
じ
た
場
合
に
適
切
な
機

関
に
橋
渡
し
を
す
る
﹁
パ
イ
プ
役
﹂

と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
方
で

す
。
ま
た
、
無
報
酬
で
、
活
動
に

生
じ
た
必
要
実
費
の
み
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

︻
活
動
内
容
︼

見
守
り
・
相
談

　
高
齢
者
宅
の
訪
問
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
、
介
護

に
関
す
る
相
談
、
児
童
虐
待
や
学

校
で
の
い
じ
め
の
相
談
な
ど

そ
の
他

　
地
域
事
業
へ
の
参
加
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
協
働
事
業
な
ど

　
村
の
審
査
を
経
て
厚
生
労
働
大

臣
が
委
嘱

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
１
期
３
年
で
す
。
１
期
ご
と
に

改
選
し
、
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
村
の
審
査
を
経
て
、
新
潟
県
が

審
査
し
、
最
終
的
に
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
、
近
く
の
人
に
話
し
に
く

い
と
感
じ
た
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
相
談
を
！

　
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
る
様
々
な

問
題
。
家
族
や
当
事
者
で
解
決
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
状
況
が
悪

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
民
生
委
員

・
児
童
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
様
々
な
機
関
や
制
度
、
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
委
員
は
、
問
題

解
決
す
る
適
切
な
機
関
へ
と
橋
渡

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

︻
守
秘
義
務
︼

　
委
員
に
は
、﹁
守
秘
義
務
﹂
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
を
他
人

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
が
、ど
う
や
っ
て
な
る
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
た
と
き
に
は

委
員
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

地
域
の
絆
を
つ
く
る

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

み

な

さ

ん

の

相

談

役

佐
藤
啓
助
さ
ん
︵
朴
坂
︶

　
在
任
期
間
　

　
　
平
成
14
年
４
月
〜
現
在

　
ど
ん
な
問
題
で
も
気
楽
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
方
が

相
談
し
て
く
れ
た
時
に
﹁
必
要
と

さ
れ
て
い
る
﹂
こ
と
が
実
感
で
き
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
役
目
は
、
問
題
を
直

接
解
決
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
適

切
に
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
仕
事
を
知
っ
て
も

ら
い
、
周
囲
に
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
情
報
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
地
域
の
頼
れ
る
存
在
で
い
ら
れ

る
よ
う
日
々
の
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

▶
高
齢
者
宅
の
訪
問
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橋
か
ず
子

安
角
・
大
石
・

金
俣

川

又

忠

一

上
川
口
・
蔵
田
島
・

久
保
・
鮖
谷


橋
の
ぶ
子

大
島
・
橋
場

大

沼

雅

嘉

山
本
・
幾
地
・

鍬
江
沢
・
上
土
沢
・

下
土
沢

近

　

祐

治

上
関
本
村

佐
藤
袈
裟
之

下
関
︵
下
地
区
︶

鈴

木

久

子

下
関
︵
中
地
区
︶

菅
原
百
合
子

下
関
︵
上
地
区
︶

横

山

富

男

四
ケ
字
全
域

渡

辺

栄

子

雲
母
・
六
本
杉
・

下
川
口
・
荒
川
台
・

大
内
渕

須

貝

信

夫

高
田
・
桂
・

平
内
新

近

　

文

男

小
見
・
小
見
前

新
田
・
上
野
山
・

滝
原
・
松
平
・

松
ヶ
丘

河

内

　

正

沢
・
湯
沢

五
十
嵐
岳
雪

高
瀬

今

　

幸

子

金
丸
・
八
ツ
口

狩

野

省

子

沼
・
片
貝
・
聞
出

佐

藤

清

美

主
任
児
童
委
員

　
　
︵
村
全
域
︶


橋
か
な
江

主
任
児
童
委
員

　
　
︵
村
全
域
︶

佐

藤

啓

助

南
中
・
宮
前
・

蛇
喰
・
朴
坂

須

貝

朝

子

中
束
・
田
麦
千
刈

渡

邉

隆

治

小
和
田
・
上
新
保
・

蕨
野
・
上
野

照

井

祐

子

上
野
新
・
深
沢
・

上
野
原
・
若
山

　
平
成
29
年
に
、
民
生
委
員
制
度

創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
一
体
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
幸
せ

の
め
ば
え
を
示
す
四
つ
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
民
生
委
員

の
﹁
み
﹂
の
文
字
と
児
童
委
員
を

示
す
双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を
か
た
ど
っ
て
、

愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
１
０
０
年
の
歴
史
を
表
す

﹁
１
０
０
﹂
の
文
字
と
﹁
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
と
も
に
﹂
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
加
え
、
こ
れ
ま

で
地
域
と
と
も
に
１
０
０
年
間
歩

ん
で
き
た
実
績
を
背
景
に
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
地
域
の
方
々
と
共

に
歩
み
続
け
る
と
い
う
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
１
日
付
け
で
改
選
が
行
わ

れ
、
22
人
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
　
　※

氏
名
と
担
当
地
区

地
域
の

民
生
委
員・児
童
委
員
を

　
　
　ご
存
じ
で
す
か
？


